
 

 

ぽかぽかと暖かい日が続き、園庭から子ども達の元気な笑い声が響いてきます。運動をす

るにはとてもよい時期です。積極的に外で遊び、健康的な体づくりを行いましょう。 
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生活リズムを 
整えよう！ 

入園、進級で環境が変わり、生活リズムを改
善するよい機会です。正しい生活リズムを身に
付け、健康な体をつくりましょう。 

早寝早起きをしよう 
睡眠は、脳や体の発育も促す大切

な時間です。夜は９時頃までに眠
り、朝は７時頃までに起きられるよ
うに習慣付けましょう。 

ご飯はしっかり食べよう 
朝ご飯を食べると体が目覚め、

その日１日を元気に過ごせます。
朝ご飯はよくかんで、しっかり食
べるようにしましょう。 

 うんちは出たかな？ 
朝ご飯を食べると腸の動きが活発

になり、排便しやすくなります。朝
ご飯の後はトイレに座る時間をつく
りましょう。 

 

 

 

健康診断のお知らせ 

 

 

 

※両日とも９：１５までに登園して下さい。 

※当日はできるだけお休みしないようご協力を 

お願いします。                  

６月３日(水) 歯科健診 

         神田歯科 

         神田かほる先生 

 

６月４日(木) 小児内科健診 

         小松こども医院 

         米山法子先生 

 

はしか 

感染力の強い病気なので、解熱後３日を過ぎるまでは登

園停止となります。体力が消耗しないようにできるだけ眠

れる環境を整え、加湿器などで湿度を保ちましょう。熱が

高い時は氷枕や保冷枕などで体温を下げるようにします。    

食欲が落ちていることが多いので、無理に食べさせること

はせず、水分を十分に与えましょう。水分がとれず、嘔吐

や下痢がひどい時は、脱水症状を起こしているかもしれな

いので、早めに受診する必要があります。 

 

熱、咳、鼻水などの症状が出始め、数日後、首筋・顔から赤い発疹、口の
中に白い発疹が出てから、再発熱で38～39℃台まで上がり、発疹は全身に広
がります。全身症状が強く、かかるととても辛い病気です。また、肺炎、中
耳炎、結膜炎、熱性けいれん、脳炎などの重い合併症を起こすことがあり、
とてもうつりやすく、免疫がない大人にもかかるので注意が必要です。 

はしかにかかってしまったら 


